
●留学生（長期研修員）受入

案件名 対象国・地域 2022年度
受入人数

2022年度末
在籍人数

主な出身国 受入部局

1 ABE（アフリカの若者のための産業人材育成）イニシアティブ アフリカ 2 5
ガーナ、ザンビア、ナイジェリア、モザン
ビーク、エジプト

環境科学院、経済学院、工学院、国際資源
学院

2 資源の絆プログラム
東南アジア、アフリカ、

中南米
6 16

インドネシア、ジンバブエ、エチオピア、
ザンビア、フィジー他

工学院

3 健康危機対応能力強化に向けたグローバル感染症対策プログラ
ム

全世界 2 6
ガーナ、コンゴ民主共和国、ザンビア、ナ
イジェリア、ベトナム

獣医学院、遺伝子病制御研究所、人獣共通
感染症国際共同研究所

4 食料安全保障のための農学ネットワーク agri-net 全世界 3 5
カンボジア、コンゴ民主共和国、ザンビ
ア、ナイジェリア、モンゴル

農学院、獣医学院

5 道路アセットマネジメント 全世界 0 1 ザンビア 工学院

6 インド工科大学ハイデラバード校　日印産学研究ネットワーク
構築支援プロジェクト

インド 1 4 インド 工学院、電子科学研究所

7 SDGｓグローバルリーダー・コース 全世界 3 6
ガンビア、ザンビア、ナイジェリア、ベナ
ン、フィリピン他

経済学院、国際食資源学院、環境科学院、
工学院

8 アフリカのきれいな街のための中核人材育成コース アフリカ 1 1 マダガスカル 環境科学院

9 ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ 全世界 1 1 バングラデシュ 保健科学院

10 SATREPS（短期）「モンゴル国における結核と鼻疽の制圧」 モンゴル 6 0 モンゴル 獣医学院

11 SATREPS（短期）プロジェクトマネージメント及び研究開発の強
化

タイ 15 2 タイ 環境科学院

12 SATREPS「タイ国における自然災害リスクを考慮に入れたインフ
ラマネジメント技術の開発」

タイ 3 3 タイ 工学院

13 モンゴル人材育成奨学計画」
（無償資金協力　JDS）

モンゴル 0 1 モンゴル 理学院

14 キルギス人材育成奨学計画」
（無償資金協力　JDS）

キルギス 1 3 キルギス 経済学院

合計 44 54

派遣携帯 派遣数

1 専門家 8

2 調査団 8

●技術協力プロジェクト
案件名 対象国・地域 大学担当部局 JICA担当部署

1 ザンビア大学獣医学部臨床教育強化プロジェクト ザンビア 獣医学研究院 経済開発部

2 公務員獣医師及び民間獣医師実践能力強化プロジェクト モンゴル 獣医学研究院、人獣共通感染症国際共同セ
ンター

経済開発部

3 ウトゥクバンバ渓谷上流地域における文化的景観を活用した持
続的開発促進プロジェクト

ペルー 観光学高等研究センター 経済開発部

4 「気候変動下のメコンデルタ地域における持続可能な発展に向
けた産官学連携強化プロジェクト

ベトナム 人間開発部

●草の根技術協力

案件名 対象国・地域 大学担当教員 JICA担当部署

1 ボリビア　日系人社会が牽引する持続的な農業生産システム確
立のための支援（パートナー型）

ボリビア 農学研究院
北海道センター（札幌）

市民参加協力課

2
ザンビア　子どもと若者の参加型アクションリサーチによる地
域に根差したWASH（水、トイレ、衛生）モデルの共創（支援
型）

ザンビア 保健科学研究院
北海道センター（札幌）

市民参加協力課

4
ウズベキスタン　フェルガナ州におけるマハッラバイ政策支援
事業―マハッラにおける小規模ビジネス・起業家育成の成功モ
デルの創出（支援型）

ウズベキスタン 経済学研究院
北海道センター（札幌）

市民参加協力課

国内支援委員として農学研究院の貴島教授を委嘱。

2022年7月5日－2027年7月2日

（検討中）

（検討中）

2022年度実績

事業期間

2019年～2025年

事業期間

2021年－2024年

2021年－2026年

●専門家・調査団員としての教員等の派遣



●SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）

案件名 対象国・地域 研究代表者 JICA担当部署

1 ザンビアにおける鉛汚染のメカニズムの解明と健康・経済リス
ク評価手法および予防・修復技術の開発

ザンビア 獣医学研究院
教授　石塚 真由美

地球環境部

2 フィリピンにおける極端気象の監視・情報提供システムの開発 フィリピン 理学研究院
高橋 幸弘　教授

地球環境部

3 アフリカにおけるウイルス性人獣共通感染症の疫学に関する研
究

ザンビア、コンゴ民 人獣共通感染症国際共同センター
教授　高田礼人

人間開発部

4 結核と鼻疽の制圧プロジェクト モンゴル 獣医学研究院
教授　木村享史

人間開発部

5 生物循環グリーン経済実現に向けたウキクサホロビオント資源
価値の包括的開拓プロジェクト

タイ 地球環境科学研究院
教授　森川正章

経済開発部

6 シチズン・サイエンス・アプローチによる即時的稲品種開発お
よび普及体制の構築

ザンビア 農学研究院
教授　近藤 巧

経済開発部

7 サステイナブル漁業を実現する高付加価値バイオ製品の再生利
用

チリ 地球環境科学研究院
教授　小野田晃

経済開発部

●課題別研修・国別研修（短期研修）

案件名 対象国・地域 大学担当部局 JICA担当部署 研修員数

1 課題別研修　ブルーエコノミーのための小規模漁業（英語A）
インドネシア、

リベリア
水産科学研究院 JICA横浜 3

2 課題別研修　水産資源の持続的利用とバリューチェーン開発
タンザニア、フィジー、カメルーン、カ
ンボジア、エジプト、PNG、東チモー
ル、チュニジア

水産科学研究院 JICA北海道 9

2 国別研修　畜産物中の残留薬剤分析技術に関するラボラトリー
研修

モンゴル 獣医学研究院 JICA北海道 2

3 国別研修　感染症分子診断に関する集団研修 モンゴル 獣医学研究院 JICA北海道 5

4 国別研修　ウィルス学  と感染症分子診断に関するラボラト
リー研修

モンゴル 獣医学研究院 JICA北海道 2

5 国別研修　大学附属動物病院を活用した獣医臨床教育研修① ザンビア 獣医学研究院 JICA北海道 3

6 国別研修　大学附属動物病院を活用した獣医臨床教育研修② ザンビア 獣医学研究院 JICA北海道 2

●海外協力隊

案件名 派遣国 大学担当部局 JICA担当部署

1 海洋環境・資源管理支援 セントルシア 水産科学研究院 青年海外協力隊事務局

2 海洋環境・資源管理支援 セントルシア 水産科学研究院 青年海外協力隊事務局

●その他

大学担当部局 JICA担当部署

1 地球環境科学研究院 地球環境部

2 SDGｓ推進機構　 企画部イノベーション・SDGs推進室

3 医学研究院 北海道センター（札幌）
市民参加協力課

4 SDGｓ推進機構　 北海道センター（札幌）
市民参加協力課

5 経済学研究院 北海道センター（札幌）
市民参加協力課

6 農学研究院 北海道センター（札幌）
研修業務課

7 農学研究院 北海道センター（札幌）
研修業務課

8 産学・地域協働推進機構 北海道センター（札幌）
市民参加協力課

9 産学・地域協働推進機構 北海道センター（札幌）
市民参加協力課

2019年5月1日～2024年6月10日

2017年4月〜2023年4月

*研究代表者の所属機関が北海道大学の案件のみ

実施時期

2016年4月1日－2022年6月6日

2022年11月8日－2022年11月17日

2022年10月19日－2022年12月15日

2020年8月1日～2025年7月31日

2021年10月5日－2026年10月4日

（検討中）

（検討中）

事業期間

2022年12月5日－2022年12月9日

2022年8月17日－2022年9月29日

2023年1月10日－2023年3月9日

Hokkaido Innovation Hunter 2023年3月10日

件名 実施時期

地域理解プログラム「北海道のワイン産業振興」 2022年8月18日

研修員との学生との交流プログラム 2022年11月5日～11月6日

シンポジウム「食の生産現場と食の安全保障」 2022年9月13日

SDGｓ×北海道セミナー2023 2023年2月8日

北海道大学大学院医学研究院　JICA施設訪問プログラム 2022年10月31日

連携講座「国際協力論」 2023年4月13日－2023年7月27日

2023年2月7日－2023年2月17日

事業期間

フードロス削減コンソーシアム 2023年3月15日

2018年3月22日－2023年3月31日

2023年2月1日－2028年3月31日

2023年2月21日－2023年3月3日

JICA開発大学院連携プログラム　国際環境保全学総論 2022年4月11日-2022年6月7日


	連携案件（2023年３月31日現在）

